
 

第 110 回学長定例記者会見 お知らせ事項 1   

 

令和元年６月 25 日 

 

広島大学研究拠点を新たに認定 
－インキュベーション研究拠点 1 件(次世代太陽電池研究拠点)を認定－ 

 
 

広島大学は、平成 26 年度から長期的に本学の顔となることを期待できる「自

立型研究拠点」及び中長期的に自立型研究拠点を目指す研究者（分野）のグルー

プである「インキュベーション研究拠点」を認定し、大学として重点的な研究支

援を行っています。 

 

今年度、新たにインキュベーション研究拠点１件を認定しました。 

なお、第 1 期自立型拠点及びインキュベーション研究拠点について、それぞ

れ継続・認定終了、および昇格の可否の評価を行いました。 

 

新規認定年度 

認定状況（令和元年現在） 認定・評価状況 
自立型研究拠点 

(10 拠点) 

インキュベーシ

ョン研究拠点

(15 拠点) 

自立型研究拠点 
インキュベーシ

ョン研究拠点 

平成 26 年度 

(1 期) 

２ １ 新規：３ 

終了：１ ( 発 展 的 解 消 ) 

継続：２ 

 

新規：7 

終了：2 

継続：1 

昇格：4 

平成 2７年度 

(2 期) １ ２ 
新規：1 新規：6 

終了：4 

継続：2 

平成 2８年度 

(3 期) 
２ ４ 新規：2 新規：4 

平成 2９年度 

(4 期) 
４ ４ 

新規：１ 

昇格：３ 新規：４ 

平成３０年度 

(5 期) 
０ ３  新規：3 

令和元年度 

(6 期) 
１ １ 

 

昇格：１ 新規：１ 

 

本学は、平成 25 年度文部科学省「研究大学強化促進事業」に 22 機関の 1

つとして研究大学に選定されています。この研究力強化の取組の一つとして「世

界的研究拠点の継続的創出」を図っています。 

 

 認定された研究拠点は、活発な国際研究活動を通じた国際研究ネットワークの

形成により国際発信力を向上し、本学の国際的評価の飛躍的な向上に寄与するこ

とを期待できます。今後、総合研究大学の強みを生かし、多様な研究拠点を形成

するとともに、国際研究ネットワーク形成により多様な人材が活発に活躍する場

として発展し、教育研究活動を通じて国際社会、地域社会において存在感のある

大学への展開をめざしています。 
 



 

【お問い合わせ先】 

 

  ※ １タイトルにつき１葉でご記入ください。 
学術・社会産学連携室 

研究企画室  小左古 学 

TEL:082-424-5860 FAX:082-424-4592 



世界トップクラスを目指す研究拠点

世界のトップクラスの研究大学になるためには、国際展開力・発信力を強化していく必要があります。
その中心的役割を担う１つの研究拠点を新たに選出しました。

（インキュベーション拠点（1拠点））

活動内容

拠点リーダー

次世代太陽電池研究拠点

尾坂 格（工学研究科）

有機化学の人・知・技を結集し、革新的機能性有機材料の開発と高効率塗布型有機薄膜太陽電
池の創出により、再生可能エネルギーの普及と拡大に貢献する。

具体的には、半導体特性を有する有機高分子材料の設計・合成と構造制御により、有機薄膜太
陽電池の高効率化に挑む。

研究分野 理・工（生物系以外）

■第6期（平成30年度公募）広島大学研究拠点（1拠点）




